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第３回上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議（議事要旨） 

 

１ 日時 平成２７年１０月２０日（火）午後２時００分～午後４時２０分 

 

２ 場所 上天草市役所大矢野庁舎 書庫棟２階会議室 

 

３ 出席者 別紙のとおり 

 

４ 議事次第 

（１）開会 

（２）上天草市人口ビジョン骨子（案）及び上天草市まち・ひと・しごと創生

総合戦略骨子（案）提示・協議・検討 

（３）閉会 

 

５ 配布資料 

資料１ 上天草市人口ビジョン骨子（案） 

資料２ 上天草市まち・ひと・しごと総合戦略骨子（案） 

 

６ 議事概要 

 

（１）開会 

○事務局より、第３回会合の開会を宣言。構成員が数名欠席となるが出席者

が過半数を超えるため、本会合が成立する旨を報告し、議事進行を座長に

依頼。 

（座長） 

 ・みなさんこんにちは。本会合も３回目になって皆さんいい雰囲気になって

きた。私は上天草市と南阿蘇村で総合計画の委員会に入っており、南阿蘇

村は１０月で計画が既にできている。しかし、市長が言われていたとおり、

この計画は作れば良いという訳ではなく、実行することに意味があるので、

上天草市の選択は正しかったと思っている。あと２か月かけて年内に実行

力のある計画を作るというのが目標となる。その中でも夢を語ることも必

要で上天草市じゃないとできないことをできるだけ反映した計画を作りた

い。今日も第１回、第２回に勝るとも劣らないような楽しい会にしたい。 

 ・それでは早速次第に従って議事を進行したい。まずは上天草市人口ビジョ

ン骨子（案）と上天草市まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子（案）につ

いて、事務局から説明をお願いします。 
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（２）上天草市人口ビジョン骨子（案）及び上天草市まち・ひと・しごと創生

総合戦略骨子（案）の提示・協議・検討 

 ○事務局より資料１及び資料２について説明 

 （座長） 

・資料１及び資料２の説明に対して御質問等がある方はいらっしゃいます

か。 

 （特になし） 

・資料２については、基本目標として「安定した魅力ある雇用を創出する」、

「上天草市への人の流れをつくる」、「市民の結婚・出産・子育ての希

望をかなえる」、「時代に合った地域をつくり、安心で快適な暮らしを

創出する」が４つ掲げてある。上天草市ではもう少しわかりやすくして

「上天草市に来てもらう」、「上天草市に住んでもらう」、「上天草市

で働いてもらう」としてあり、この３つは基本目標にそれぞれ振替えら

れるので非常に良いと思う。先程の説明にもあったとおり、２～４ペー

ジについては、皆さんに前回話していただいた内容が整理されている。

これは皆さんが作った計画なので、総務省に対して文脈が合っているこ

とを示す証拠ともなり、未来が感じられる良い案だと感じた。 

・資料１については、人口ビジョンで悲観的に捉えると５０年後には今の

人口の約半分となるが、これをどうするのかというのはこれからの議論

となるので、資料としては必要なものとなる。一点だけこの調査の中で、

上天草市に住まれている方の平均居住年数を調べることはできるのか。 

（事務局） 

・住民の平均居住年数については即答できないので、確認をさせていただ

きたい。 

（座長） 

・なぜかというと、上天草市は人の入替りが激しいのか、一度上天草市に

住むと動かないのかというところを知りたい。（上天草市に）住んでい

る人がどんな方か、上天草市にはどんな人が多くいるのかがわかると計

画が立てやすいので、３年、５年のサイクルが見れるといいと思う。 

・では、早速ワークショップに入りたい。まず、前回は６班に分かれて未

来予想を考えていただいた。今上天草市で良い事、悪い事を考えて W×

O や S×T を逆転の発想が必要だということでアイディアをいくつか出

していただいた。 

・前回の案はだいだい皆さん思い入れがあると思うので、それぞれの班に

分かれていただいて、ブラッシュアップしてもらいたい。 
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（ワークショップ） 

（座長） 

・今回大事なのは、上天草市に来てもらう、住んでもらう、働いてもらう、

に皆さんの班で考えていただくことがどう繋がっていくのかというのを

四面会議で議論してもらいたい。今から皆さんに簡単なリベートをして

もらいます。通常ステークホルダーと言うが、それぞれ４人の役者にな

りきってもらい、各立場から共通の目標に向けて考えていただきます。

中心には皆さんが掲げている目標及びプロジェクト名を書き、各取組み

を行うことでどのような世の中になるのかを書きます。２番目は一番外

の枠で皆さんが何になるかというのを書きます。行政、市民、企業、観

光客等皆さんがやりたいことに関係するステークホルダーを作り、それ

ぞれの立場に立って使えそうな資源、物、リソースを書いてください。

３番目はこれをどういう方針や気持ちでプロジェクトに結び付けていく

か。４番目は最初の１年で何をやるのか。最終的に５年後の目標に結び

付くかを考えてください。それぞれのステークホルダーを具体的に考え

ることでより戦略に繋げたい。必ずしも今回の計画が全て（総合戦略に）

反映されるかはわからないが、一部できそうな考えもあるので、そうい

うのはどんどんやっていっていいと思う。 

四面会議のシート作成イメージ 

  （プロジェクト名）○○○・・・ 

 （サブタイトル）○○○・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②使えそうなもの、こと、人、資源 

  ③すぐにできること 

  ④１年で何をするのか 

①プロジェクト名 

【目標】 

５年後どうなる。ど

んな社会になる。 

観光客 

市 民 

行 

政 

企 

業 
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（座長） 

・それでは、各班から発表をお願いしたい。まず６班から 

（６班） 

・プロジェクト名は「国際おもてなし教室」でキャッチコピーは「VISIT 

JAPAN いや こけ住んで Good Ningt（くっどない）」です。５年

後の目標としては、外国人の移住者を多くして、外国人旅行者の受入れ

ができる人材を増やし、更にそれをすることによって、上天草市の発信

力を向上させる。あとは、空き家の未使用率をダウンさせる。行政面は、

国内の移住者に対する行政支援がうまく提供できていない。ただ、そう

いう人達を受入れる空き家はどんどん増えてきており、島の文化や景観

は日本の中でも特徴的な部分がある。労働力の部分では、若い人が少な

くなったとはいえ、将来的に産業ができれば労働力は有り余っている。

企業的な視点で見ると、海外売り出しのルートや商品企画力もある。し

かし、上天草市の魅力が感じられないと思うので、なかなか難しいと思

われる。外国人はこのプロジェクトでは核になってくるが、言語力もあ

り、日本の文化に興味があり、日本にはないスキルを持っている人がい

るかもしれない。すぐできるところはなかなか難しいのですが、行政が

核になってもう一度空き家情報や観光情報の整理を行い、企業の協力も

得て外国人の思考に合わせた情報をピックアップすることはできること

かなと。１年後はテスト販売やテスト居住等ができればと思っている。 

（座長） 

・宮崎県の小林市が何弁かわからないけど、フランス語に聞こえる PV を

作っていますよね。ああいう PV とかいいなと思うので是非。外国人の

先生が上天草弁で「こけ住んでくっどない」みたいなのがあればいいな

と。次５班お願いします。 

（５班） 

・前回会議に出席した人が１名しかいなくて、いろんな妄想を膨らませて

考えた。タイトル「上天草海道プロジェクト」ということで、キャッチ

フレーズとして「そうだ。上天草に行こう！漬物を食べに（上天草市の

漬け物は塩づくりから）」ということで考えました。最終的な５年後の

目標としては、廃校を利用した漬物工場ができ、五橋漬け物が特産品と

なっているとしました。ここで雇用を１０名創出し、漬け物を使った食

育が行われることを想定しています。いろいろな立場から考えてすぐに

できるという部分で人材を確保するというのが出てきたので、行政、企

業、市民の立場から人材を創出して始めていったらどうかという案がで
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ました。 

（座長） 

・ちなみにステークホルダーはどんな設定をしたのか。 

（５班） 

・行政、企業、市民、観光客の４つの立場で考えています。あと、天草と

漬け物がなかなか結び付かないというのがあって、海の特産品を使った

漬け物作りをやってみてはどうかという意見が出ました。 

（座長） 

・この班はですね、前回の出席者が 1 人という割にはすごく楽しそうにや

っておられて、いいなと思ったのは観光というのを正面で捉えてなくて、

食育が出たりそういうのが良かったと思う。前回熱い方がいたけど、そ

の方がいなくてもうまく引き継がれていた。本来、行政の皆さんの仕事

ってこういうことなんじゃないかなと。仕事の引継ぎがうまくできなく

ても想像力を膨らませてどんどん引き継げるはずなんですね。これが行

政マンのひとつの資質だと思いますので、今回はすごくいいチームにな

ったなと感じました。では４班いきましょう。 

（４班） 

・名前が「いのししハンティング特区」～あなたもハンター、モンスター

ハンターとコラボ～ということで考えました。目的がイノシシの数を減

らして市民や農家の方々が喜ぶということからスタートしています。４

つのステークホルダーは、行政、市民（農業者）、企業、観光客としま

した。まず、規制緩和のための情報を集め、猟師や危害を被っている市

民のつなぎ役になることを目標に、行政が何でもするという事ではなく、

そういう所を目指していきたいという立場を目指していく。捕るのは企

業となり、捕った後は、市民がいろんな物を作って売るという意見が出

ました。猟師は、高齢化が進んでいるので、狩猟免許を取得できる年齢

を２０歳から１８歳に年齢引き下げ、高校生に対しても、アピールして

いって、銃を撃てるという所まで持っていければ、外国人も客として来

場いただけると思っています。上天草市に来ていただける外国人の方は、

中国人や韓国人が多いですが、あまりハンティングのイメージがないと

思われるが、どこの国や地域の人を対象とするかまでは定まっていない

所です。以上です。 

（座長） 

・ありがとうございます。元々四面会議というのはビジネス会議をする時

によく使う手法です。4 班の取り組み方はすごく理にかなっており、本

来の目的ではないところもやって大丈夫と思います。じゃあ、３班お願
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いします。 

（３班） 

・3 班です。上天草ひっつくプロジェクトで、田舎の生産者と都会のシェ

フを繋ぐシステム構築という所で副題としました。５年後の目標は一次

産業者の所得アップ、担い手の育成及び確保。３に、上天草ファンの拡

大、５年後に観光客の増加を挙げております。ステークホルダーは、生

産者、バイヤー及び飲食店のシェフ、仲介事業者、行政としました。生

産者は 1 年後にできることとして、年間を通して安定的な出荷、１年後

辺りは生産量、生産の種類の拡大を続けて行う。仲介業者は生産者の指

導、シェフのニーズを把握した営業活動を行いながら、そのニーズを生

産者に伝える活動を進めていく。１年後はこのシステムを構築する。シ

ェフがすぐできることは、上天草の食材を１つでも多く使っていただき、

それを消費者に提供し、それが定着してくれば、上天草全体のフェアを

東京、大阪で大々的に開催する。行政は、助成の活動やＰＲ活動、人的

支援という所で、最終的にはこのまち・ひと・しごとの交付金を活用し

た助成を行いという所で考えました。これがもし行けば、数年後には一

人暮らしの高齢者にもタブレットを持っていただき、上天草の食材を買

うことが可能となり、さらには一人暮らしの方の安否確認もできるよう

になるという所で、目標の話がでました。 

（座長） 

・料理の鉄人を上天草市でやってもらう、みたいな。若い料理人に上天草

で活きの良い材料を使ってもらって、それを都市部に広めてもらうとい

うのも大事だが、「呼び込む」という事がまち・ひと・しごとではすご

く大事なので、ネットを介して広めると共に、何かしらを上天草市に持

ち込まないといけないと、ひっつくというのはすごく良いアイディアだ

なと思います。じゃあ２班お願いします。 

（２班） 

・2 班では２６島わたりプロジェクト、裸足で感じる上天草というキャッ

チフレーズで、前島には２６の無人島があり、無人島をステージとした

観光開発、観光資源等を活用した観光ができないか考えました。２６の

無人島一つ一つにそれぞれの観光施設、ホテル、アウトドアのキャンプ

施設やサテライトオフィスを造ったり、イベント的な島婚をやったり、

ミュージックフェスをやったり、それぞれの島に特色を持たせた観光の

開発ができればと思います。ステークホルダーは、市民、企業、観光客、

行政とし、企業は、マリンスポーツや船舶会社、観光事業者が進出して、

島を開発する。市民は、無人島を活用した無人島体験サバイバルキャン
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プを小中学校に取り入れ、市民の機運を高める活動ができればと思いま

す。行政は、前島が雲仙・天草国立公園の指定区域なので、特区申請や

国立公園の規制緩和、企業留置等を行う。５年後の目的として、無人島

を利用する観光客が増加すること、無人島に定住したり、別荘を造った

りして、最終的に人が外から入ってくる施策になればと思います。 

（座長） 

・無人島というハンディキャップを強みに変えようとされてるのが良い。

やや矛盾を感じるのが無人島に住んだら、無人島じゃなくなるので、無

人島に着きやすい所に住んでもらわないと意味がなくなってしまう。な

るべく建物は造らない方がいい。漁業をもっと使った方が良いと思う。

養殖や簡単な漁業を体験することを盛り込む。あとは企業として南阿蘇

村のモンベルさんと提携していますけど、シーカヤックをもっと使うと

かミズノとかの企業とのコラボとかも有りだと思います。 

（１班） 

・１班です。交通渋滞が激しいという事で、ＪＲを延伸させて駅を造る。

観光バスや観光船を使って客を呼び込みましょうという所で話が終わっ

てました。まず、事業名としましては、スマートアクセスプロジェクト

としました。内容としては、交通アクセスの充実、５年後の目標は渋滞

知らずの町、選べる交通網を造りましょうと話を進めました。ステーク

ホルダーは、観光客、企業、市民、行政の立場とし、最初は活用されて

いない桟橋と架道橋、待合室の活用、定期船やＪＲ、飛行機を絡めたパ

ックツアーを作り、行政側では、補助金の交付や誘致を進めてみてはと

かいうのがあり、観光客は、公共交通の利用ではクーポン券を発行した

ら利用しやすくなるとなりましたが、1 年や 2 年で渋滞が無くなるわけ

がないという事になり、逆に渋滞を楽しむツアーを作ってみてはという

ことになりました。観光客としては、お座敷バスや屋形船、Ａ列車にち

なんだＡバスや観光客船等を活用して、何か楽しめたらいいじゃないか

なと。インフラ整備や幹線道路は後々、観光客が来るようになってから、

国や県辺りの整備が進んでいくのであろうという事で、渋滞を楽しむツ

アーを逆に実施したらという事で、プロジェクト名と３タイトル、キャ

ッチフレーズが合っていませんが、渋滞なんかこわくないという事にな

りました。 

（座長） 

・今日のアイディア賞は１班だと思います。渋滞を恐れるのじゃなくて、

渋滞を楽しむような事ですね。発想の逆転というか、要はみんなでバス

乗って渋滞の中、酒飲みながら来ればいいわけですよね。船で渋滞して
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る人を見ながら、酒飲んで来れば優雅ですよね。そういう上天草を目指

そうという事なので、本当に良いアイディアだと思います。最初動かな

かったけど、５年後動き始めるのは発想の転換です。上天草にはあると

いう事をアピールするのがいかに大事かということだと思います。 

・最後にいつもの振返りアンケートを記載してください。今日でワークシ

ョップは終わりとなります。わずか３回の会議で、こんな素敵なアイデ

ィアは出ないと思います。あとはこれを文字に書き起こしたら、計画は

できるので、大事なのはこういうビジネスモデルを考えるのは他人事で

はなく、自分事であり、上天草の未来に関わっています。次回が１１月

２６日（木）です。１２月で最後になります。 

（事務局） 

・本日はお疲れ様です。今振り返りアンケートを書いていただいておりま

すので、それを書かれたら、机の上一つにまとめていただいて、その場

で解散としたいと思います。どうもお世話になりました。ありがとうご

ざいます。 
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第３回上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議 出席状況 

（五十音順、敬称略） 

氏名 所属等 出席 

石炭 圭一郎 上天草市建設部建設課 係長 ○ 

入口 紘光 上天草市経済振興部観光おもてなし課 参事 ○ 

岩﨑 敏治 株式会社隆勢 代表取締役 ○ 

岩原 慎一郎 株式会社肥後銀行大矢野支店 支店長 ○ 

大野 公二朗 上天草市総務企画部総務課 係長 ○ 

片島 荷風 デザイナー ○ 

北垣 洋 北垣水産 ○ 

木下 榮 上天草市セカンドライフ支援ネットワーク 会長 ○ 

迫本 潤一郎 上天草市経済振興部農林水産課 課長補佐 ○ 

篠田 良 上天草市教育委員会事務局教育部社会教育課 係長 
 

杉本 健一 一般社団法人天草四郎観光協会 事務局長 
 

園田 健吾 上天草市総務企画部総務課 主幹 ○ 

田口 英明 上天草市教育委員会 教育指導員 ○ 

田中 尚人 熊本大学政策創造研究教育センター 准教授 ○ 

田中 道範 上天草市社会教育委員長 ○ 

寺中 寛人 上天草市経済振興部産業雇用創出課 参事 ○ 

永野 富子 上天草市健康福祉部健康づくり推進課 係長 ○ 

西川 みち惠 社会福祉法人上天草市社会福祉協議会地域福祉課 課長 ○ 

西原 一雄 上天草市建設部都市整備課 参事 ○ 

一 喜美男 熊本県天草広域本部 総務部長 
 

濵田 真和 株式会社マルマサ浜田鮮魚 取締役 ○ 

濵﨑 富雄 上天草市教育委員会 中央公民館長兼市立図書館長 ○ 

深谷 恵了 姫戸ひかり保育園 副園長、寺院僧侶 
 

益田 佳世 上天草市健康福祉部福祉課 係長 
 

松本 俊博 熊本県立上天草高等学校 教頭 ○ 

宮内 勝幸 あまくさ農業協同組合大矢野統括支所 指導販売課長 
 

森 隼人 上天草市健康福祉部高齢者ふれあい課 参事  

矢田 健一郎 株式会社熊本銀行大矢野支店 支店長 ○ 

吉野 誠 上天草市市民生活部環境衛生課 主事 ○ 

吉本 博明 上天草市市民生活部税務課 主幹 ○ 

渡邉 一成 天草信用金庫企業業務部・地域創生室 理事部長 
 


